
 資料１　　第３期　健康はだの２１体系図

 資料２　　進行管理シート（　左下図参照　）
重点施策の指標値及び各担当課等の取り組みに対する自己評価等を記載しています。評価に至った各課の取り組み状況については、「資料３　担当課等の施策別取組シート」をご参照ください。

５つの重点施策に対する基本施策、行動目標及びそれを取り組む関係課等は、「資料１　第３期健康はだの２１体系図」をご参照ください。

検討委員会当日までに、計画の進捗状況や効果についてご検討をいただき、重点施策ごとに「全体評価」欄と「評価理由」欄にそれぞれご記入ください。

 資料３　担当課等の施策別取組シート（　右下図参照　） Ａ：推進できた

各課の取り組みをに記載しています。 Ｂ：概ね推進できた

Ｃ：推進できたが努力が必要

Ｄ：推進できなかった

Ｅ：事業の見直しや廃止等

重点
施策

重点施策の指標 24 ・・・ 28 29 2 2-1 ２ 　１２34
・養成講座については参加者が少なく、周知や実施方法に課題があるものの、
すべての行動目標に向けて計画どおり事業は実施され、参加者数も概ね達成
されたためAとした。

Ａ：推進できた
・今後も各食育事業の実施と指針の活用を図っていく。
・ライフスタイルが多様な中で、健康的な食生活を送ることを浸透させるために、さまざ
まなライフステージに適応した事業を展開していく必要があります。

Ｂ：概ね推進できた 平成29年度実施状況

Ｃ：推進できたが努力が必要 １　関係機関の育成・連携による食育講座の実施

Ｄ：推進できなかった → ①地域で健康を推進する市民団体の育成

Ｅ：事業の見直しや廃止等 　7回/年実施　延べ参加者数　8人

②食育講座の開催

２　食生活指針（特に朝食）について普及啓発

→ 　　80.4%　　H28年度法定報告（KDBシステムより）

３　関係機関の育成・連携による食育講座の実施

　　食育講座の開催

４　食生活指針（特に朝食）について普及啓発

→ 　　３歳６か月時の朝食欠食率　3.7％

・栄養改善に運動を加えたサルコぺニア予防事業は対象者の体力が改善、自主化に
向けた支援を行い自主活動へ繋がった。
・介護予防活動が地域住民主体により活発に行われていくことに伴い食の提供を行う
活動の重要性から、平成３０年度は、ミニデイサービス、いきがい型デイサービスの全
てで衛生講座に加え調理指導も実施していく。

平成29年度実施状況

１　食生活改善のための食育事業の実施

①介護予防普及啓発事業

重点
施策

重点施策の指標 24 28 29 → 　・楽らく健やかクッキング　　

Ａ：推進できた 　　　3回/年　（3日間）　9回　　実41人　延116人　男性向けを1回実施し好評。

Ｂ：概ね推進できた 新規 　・食べて動いてサルコペニア予防

Ｃ：推進できたが努力が必要 　　　1回/年　（5日間）　5回　　実20人　延93人　　※自主化支援７回　実21人　述102人

Ｄ：推進できなかった → 　・食の衛生講話（対象：ミニデイサービス、いきがい型デイサービスのボランティア）

Ｅ：事業の見直しや廃止等  　　 14回/年　参加者211人　

　・出前講座　　　　　　　　　　　　　　　　・ミニデイ

　　　23回/年　参加者378人　　　　　　　　9回/年　参加者245人　

②栄養改善　訪問事業

新規 　・介護予防・日常生活支援総合事業　（3～6か月コース）

　　　　　訪問対象者　　6人　延56回

→ 　・訪問指導　（単発）　

　　　　　訪問対象者　　1人　　　2回

 

4500 ・・・ 4500

112達成率（％） 81.7

実績（人） 5025 ・・・ 3678

平成29年度実施計画

資料一覧とその概要

指標値 事業の方向性
担当課
評価

担当課評価理由 課題と今後の方向（改善案）

1
 

健
康
を
支
援
す
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
実
現

一週間のうち
に家族以外
で5人以上あ
いさつを交わ
す人の人数
(出典：策定
時は全世代
へのアン
ケート調査。
平成24年度
からの実績
の出典は市
民健康診査
の生活習慣
質問票）

目標値（％） ・・・ 67.5

達成率（％） ・・・ 90.7

市民活動サ
ポートセン
ターの利用
者数
（出典：利用
者数）

目標値（人）
１　地域の健康づくり
活動を支援します。
２　健康増進団体が
主体的に活動できる
ように養成・育成しま
す。
３　個人でも参加し
やすい健康講座の
開催や健康情報を
提供します。

③
健

康

づ

く

り

課

②
高
齢
介
護
課

B

住民主体のサロン活動や介護
予防につながる活動への補助
の拡大を図ったことで活動団体
が増加した。また、認定ヘル
パーや認定ドライバーなど、活
動の担い手の養成を拡大する
など、新たな取り組みを行った
ためＡとした。

認知症予防の活動を広く普及するた
め新たにコグニサイズ普及員の養成
を行う.これまでの養成・育成してきた
人材が幅広く活動を展開できるよう、
介護事業者等の協力を得る。

　　　週４日以上朝食を食べる人の割合（40～50代）　　90％（H29年度目標値）

④
生
涯
学
習
課

A

計画どおり事業は実施され、参
加者数も毎年増加している。各
館で親子・子ども向け講座及び
料理（食育）に関する講座の充
実を図り、さらに通年で開催して
いる事業計画をやや上回って自
主事業を実施できためＡとした。

・事業の継続実施
・さらに高齢者の介護予防及び子育
て支援等の事業の充実を図る。

望
ま
し
い
食
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を
身
に
付
け
よ
う

関
係
機
関
の
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成
・
連
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り

、
食
育
事
業
を
実
施
し
ま
す

。

子
ど
も
の
頃
か
ら
望
ま
し
い
食
習
慣
を
確
立
で
き
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よ
う
に
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援
し
ま
す

。

食
生
活
指
針

（
特
に
朝
食

）
に
つ
い
て
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及
啓
発
し
ま
す

。

朝
食
を
食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
認
識
し

、
望
ま
し
い
食
習
慣
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す

。

平成29年度実施計画

１　関係機関の育成・連携による食育講座の実施

⑦　＜高齢介護課＞
（重点施策2　基本施策2-1　行動目標2　ｐｐ．44-46）

　・訪問指導

　　　全高齢者対象　（単発の訪問指導で終了）

　・出前講座

　　　25回/年

2
　
食
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
の
推
進

適正体重を
維持する人
の割合（40～
74歳）
（出典：特定
健診結果）
適正体重：Ｂ
ＭＩ22
18.5≦ＢＭＩ
＜25

目標値（％） 71 75 76 １　適正体重の必要性と
バランスの良い食生活が
送れるたの食育講座等を
実施します。
２　健診後のフォローや
保健指導を実施します。

健
全
な
食
生
活
を
実
践
す
る
た
め
の
支
援

・すべての事業の継続実施。
・市民団体の育成（養成）について、
参加者（受講者）が少ないのは理由
などを分析し、実施方法等の検討す
るとともに、第４期計画改定に向けて
人とのつながりを大切にしようという
評価の指標の出典先も合わせて検
討する。

実績（％） ・・・ 61.2

70 　市民の交流を
促進をします。 ①

健
康
づ
く
り
課

A

 ・市民団体の養成講座につい
ては参加者が少なく、周知や実
施方法に課題があるものの計
画どおり事業は実施され、参加
者数も概ね達成された。
・特に春風ウォークでは、チラシ
を含めて人との交流について広
く啓発が推進できたため、Aとし
た。

策定時
　59.1％

・・・

策定時
　4003人

指標値 事業の方向性
担当課
評価

担当課評価理由 課題と今後の方向（改善案）

達成率（％）

実績（％） 70

策定時
　69.9％

検討委員会全体評価

評価理由（進捗状況・効果）

検討委員会全体評価

評価理由（進捗状況・効果）

①地域へ健康を推進する市民団体の育成

　・食生活改善推進員養成講座　（重点1　基本1-2　 行動１  １－① 再掲）

②食育講座の開催

２　食生活指針（特に朝食）について普及啓発

　　（重点２　基本２-１　 行動１  ３-②、③、④ 再掲）

⑥　＜健康づくり課＞
（重点施策2　基本施策2-1　行動目標2　ｐｐ．44-46）

A

4500

A

・市民団体の養成講座について
は参加者が少なく、周知や実施
方法に課題があるものの計画ど
おり事業は実施され、参加者数
も概ね達成された。
・出張講座に積極的に取り組ん
だことにより、これまで参加でき
なかった若い世代に健康づくり

・事業の継続実施
・個人の参加の評価指標について検
討が必要。
・若い世代へアプローチできるＰＴＡ
向け出張講座メニューを増やす。
（・養成講座については1-1へ） 　　　３歳６か月健診　　　　　　　　　　　朝食欠食率3.0％

3　関係機関の育成・連携による食育講座の実施

　　　食育講座の開催

4　食生活指針（特に朝食）について普及啓発

　　（重点２　基本２-１　 行動１  ３-②、③、④ 再掲）

Ｂ

食
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
の
推
進

　
　
秦
野
の
食
文
化
を
大
切
に
し

、
健
康
な
食
生
活
を
送
る

②栄養改善　訪問事業

　・介護予防・日常生活支援総合事業　（介護保険法改正により新規実施）

　　　要支援者等に対し、管理栄養士の訪問による栄養指導を実施

１　食生活改善のための食育事業の実施

①介護予防普及啓発事業

　・楽らく健やかクッキング（秦野市食生活改善推進団体が事業協力）

　　　3回/年　（3日間）
　・食べて動いてサルコペニア予防
　　　3回/年　（5日間）
　・食の衛生講話（食のボランティア対象）　食を提供するボランティア団体への講座
　　　3回/年

資料１ 進行管理シートイメージ 資料２ 担当課等の施策別取組シートイメージ

①健康づくり課の平成29年度の評価に至った計画や実施状況が記載されていま

す。

②高齢介護課の平成２９年度の評価に至った計画や実施状況が記載されていま

す。

①健康づくり課の平成29年度の自己評価と今後の方向性が記載されています。

②高齢介護課の平成29年度の自己評価と平成２９年度の計画が記載されています。

重点施策１について

各課等の評価と評価理由

及び課題と今後の方向性

が記載されています。

（資料２ 担当課等の施

策別取組シートの再掲）

★各担当課の取り組みに対する評価等から

重点施策の進捗状況の全体評価として

右のA～Eのいずれかで評価をしてください。

★各担当課の取り組みに対する評価等から 重

点施策の進捗状況や効果について コメントや質

問などの記載をしてください。

重点施策１

について

重点施策２について

各課等の評価と評価理由

及び課題と今後の方向性

が記載されています。

（資料２ 担当課等の施

策別取組シートの再掲）

重点施策２

について


